
№ 施策 № 主な取り組み（事業）

施策の方向性１　障害への理解及び差別解消の推進

施策の方向性２　情報アクセシビリティの向上及び障害者の意思疎通の充実

施策の方向性３　誰もが平等に参加できる社会の推進

施策の方向性４　防災・安全・バリアフリーのまちづくり

ー ー

2 感染症対策の推進 49 感染症対策の推進

施策の方向性５　相談支援の充実

施策の方向性６　　障害者や家族を支える多様なサービス提供体制の整備

施策の方向性７　福祉人材の確保・育成・定着支援

施策の方向性8　成長段階に応じた切れ目のない支援

施策の方向性9　発達障害児の支援体制の強化

施策の方向性10　重症心身障害児及び医療的ケア児への支援の充実

施策の方向性11　就労の場と機会の充実

その他

区分

第４回当事者検討チーム以降に開催された「推進協議会」からの意見等の要約について

意見・要望

避難訓練では、避難所運営や様々な場面において障害のある方の視点が不足していると感じる。（仮称）北上野二丁目福祉施設については、ソフト面は今後
検討できるかと思うが、ハード面は基本計画が決まればその範囲内での話となるため、よく検討し決めていく必要がある。施設完成後に場所が足りないで
は意味がない。災害は必ず起こることであり、十分な備えが必要である。

1 防災・防犯対策の推進

二次避難所（福祉避難所）の運営体制の推進44意見
要望

感染症は新型コロナウイルス感染症に限ったことではなく、新たな感染症やインフルエンザなど常に起こる可能性があり、そういった事態への対処法を新型
コロナウイルス感染症の流行を通し学んだと感じている。感染症対策については、削除せず残す必要があるのではないか。

災害時に障害者を搬送できる車両をどの程度確保すべきか等についても検討してほしい。

一次避難所で対応できない方は二次避難所へ避難するということであるが、現実的ではない。最初から二次避難所へ避難することとも検討して欲しい。災
害対策は障害分野だけでできることではないため、区全体として考えていただきたい。単純に二次避難所があれば良い話で済むことではないと認識してい
ただきたい。

避難所の場所について、視覚障害者は音で、聴覚障害者は光等で情報発信されれば気付くことができる。音や光による情報が有用なのは健常者の方も同様
である。障害者が自力で避難できるような仕組みづくりをお願いしたい。
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